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企画の中止
　香葉会解散に伴い、今年は企画が実施でき
る最後の年と考えていましたが、今年度の香
葉会企画は全て中止いたします。長年ご協力
いただいた皆様、ありがとうございました。

香葉賞報告
　2019年度の香葉賞は2020年３月24日に大
学金沢八景室の木キャンパスで、各学部・学
科それぞれ１名に授与されました。新型コロ
ナウィルス感染症拡大防止のため卒業式も
卒業パーティも中止となりましたが、短大の
流れを汲む学部・学科生は、教室での学位等
授与式にほぼ全員が出席し巣立って行きま
した。これからも困難に負けずに、と願って
います。

香葉会は2022年12月31日を以って解散することを予定しております。
　短大が大学に改組され、新入会員の加入がなくなってから2022年で20年となります。この間、役員の多少
の入れ替わりはあったものの、高齢化が進んでいることは否めず現体制での継続が困難であり、きちんと
解散して終わるタイムリミットと判断しました。
　ただ、「香葉」の発行やホームページを通して会員の皆様からは常に温かいお声をいただいており、これま
で公に新役員を募ったこともないことから、下記の条件を満たしてくださる方たちがいらっしゃれば運営を
お任せする道も探りたいと考えます。
１．関東学院女子短期大学の同窓会として、全体のことを考えていただけること。
２．�会長、副会長を含め少なくとも10名以上の役員、編集委員を新規で集められ、１名程度の事務員を定期的
（週２～３回）に香葉会室に常駐させられること。

　 �（会員の名簿管理、ホームページの編集等のスキルのある方が１名以上必要です）
３．新体制発足後、少なくとも10年の継続を約束していただけること。
４．学院及び関東学院同窓会との関係をこれまで通り継続していただけること※
※香葉会から学校法人関東学院の評議員を２名選出しています。
　�関東学院同窓会とは、大学、中高２校、小学校２校と短大６団体の合同の同窓会で、定期的に幹事会を開催、共同
で学院に協力しています。
～具体的な活動内容についてなど、質問のある方は香葉会まで�E-mail�にてお問合せください～

尚、解散の前にはお別れ会となるイベントを開催する予定です。詳細は来年の香葉19号及びホームページでお知らせします。

香葉会の解散について

大学は2021年４月、大学院栄養学研究科の開設を目
指しています【設置認可申請中】
■栄養学研究科栄養学専攻（修士課程）
　●入学定員：５名
　●学位：修士（栄養学）
　●�修学キャンパス：横浜・

金沢八景キャンパス
　　※�「昼夜開講制「長

期履修制度」によ
り社会人の学修
を支援します

　●�教育内容・教員等：現在、栄養学研究科�WEBサイ
トを準備中

　　※�文部科学省の設置認可後に学生募集を開始しま
す。資料を希望される方は、アドミッションズ
センター（045－786－7019）までご連絡ください。
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皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
ら
れ
た
す
べ
て
の
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
東
学
院
全
体
も
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
園
児
、
児
童
、
生
徒
、
学
生

へ
の
迅
速
な
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
二
〇
〇
四
年
三
月
一
七
日
、
最

後
の
卒
業
生
が
涙
と
笑
顔
で
巣
立
ち
五
〇

余
年
に
わ
た
る
短
大
の
歴
史
が
閉
じ
ら
れ

て
か
ら
一
六
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。

「
香
葉
」
一
八
号
※
を
手
に
取
ら
れ
た
方

は
、
一
面
で
の
～
香
葉
会
解
散
に
つ
い
て

～
の
文
字
に
少
な
か
ら
ず
驚
か
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

一
九
六
〇
年
燦
葉
会
支
部
と
し
て
、
支

部
長
田
中
実
子
さ
ん
、
そ
し
て
一
九
七
〇

年
「
香
葉
会
」
の
名
称
で
短
大
同
窓
会
発

足
後
改
組
迄
、
実
に
三
三
年
間
活
動
の
中

心
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
古
城
房
子
さ
ん
に

敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

　

短
大
の
卒
業
生
は
二
万
九
千
人
余
を
数

え
ま
す
。
卒
業
し
た
方
々
に
「
短
大
」
と

い
う
名
称
は
な
く
て
も
、
私
た
ち
に
は
関

東
学
院
と
い
う
基
盤
が
あ
り
、
誇
り
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
「
香
葉

会
」
と
い
う
短
大
同
窓
会
を
続
け
て
参
り

ま
し
た
。

　

改
組
後
も
、
毎
年
賛
助
金
を
振
り
込
ん

で
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
独
自
の
活
動
を
共

に
働
い
て
く
だ
さ
っ
た
役
員
の
皆
様
、
戦

友
と
も
い
え
る
方
達
に
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

　

今
号
に
は
企
画
、
天
城
山
荘
ツ
ア
ー
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
の
感
想
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
短
大
で
の
二

年
の
“
時
”
が
青
春
そ
の
も
の
で
あ
り
、

こ
の
二
年
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
“
今
”
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
感
想
の
一
つ
一
つ
の

言
葉
に
見
る
こ
と
が
出
来
、
大
き
な
感
動

を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
「
香
葉
」
一
八
号
ま
で
の
号
に
載
せ
た

鬼
籍
に
入
ら
れ
た
先
生
方
の
お
名
前
を
、

ま
た
先
生
方
の
思
い
出
の
文
章
を
読
む
た

び
、
教
室
で
の
講
義
の
様
子
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
時
の
笑
顔
が
浮
か
ん
で
参
り
ま
す
。

柔
ら
か
な
陽
ざ
し
の
中
、
厳
し
く
も
守
ら

れ
て
い
た
学
生
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

今
頃
、
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
感
慨
を
集
大
成
と
し
一
冊
の
本
に

ま
と
め
「
香
葉
と
と
も
に
」
と
し
て
発
行

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
の

最
後
の
活
動
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

一
文
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※�

新
生
「
香
葉
」
創
刊
号
は
二
〇
〇
三
年

一
〇
月
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
と
し
て
発
行

「
香
葉
と
と
も
に
」原
稿
大
募
集
！

　

香
葉
会
と
し
て
最
後
の
刊
行
物
で

す
。
卒
業
生
皆
さ
ん
か
ら
の“
想
い
”

を
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
短
大
時

代
の
思
い
出
、
懐
か
し
い
恩
師
・
友
人

へ
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
現
在
の
自
分
、
子

育
て
記
等
々
。
短
大
を
通
し
て
あ
な

た
の
足
跡
を
こ
の
冊
子
に
残
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
科
の
ペ
ー
ジ
も
作
り
ま

す
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見

や
、編
集
作
業
へ
の
ご
支
援
を
い
た
だ

け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

詳
細
は
香
葉
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
、ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
や
お
電
話
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

天
城
山
荘
ツ
ア
ー
は
（
香
葉
会
と
し
て

前
回
二
〇
一
四
年
に
開
催
）
二
〇
一
七
年

か
ら
準
備
し
、
申
し
込
み
さ
れ
た
方
ほ
ぼ

全
員
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
本
日
は
皆
さ
ん
十
八
歳
に
戻
っ
て
！
」

と
山
口
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
な
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、
朝
早
く

か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
順
調
に
進
み
、

解
散
場
所
の
大
船
駅
へ
は
予
定
時
間
ピ
ッ

タ
リ
の
午
後
七
時
三
〇
分
到
着
、
と
い
う

神
業
運
転
手
さ
ん
に
自
然
と
拍
手
が
沸
き

ま
し
た
。

　

山
荘
の
ス
タ
ッ
フ
皆
さ
ん
も
学
生
時
代

と
変
わ
ら
な
い
暖
か
さ
で
迎
え
て
く
だ
さ

天
城
山
荘

�

日
帰
り
バス
ツ
ア
ー

り
、
美
味
し
い
お
食
事
と
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
、
ビ
シ
ョ
ッ
プ
・
ガ
イ
牧
師
か
ら
の
講

話
と
祈
り
、
讃
美
歌
三
一
二
「
い
つ
く
し

み
深
き
」
を
皆
で
歌
い
ま
し
た
。
滞
在
時

間
は
二
時
間
半
ほ
ど
で
し
た
が
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
の“
天
城
山
荘
”を
満
喫
し
ま
し
た
。

浄
蓮
の
滝
で
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び
、

道
の
駅
で

お
買
い
物

も
楽
し
み

ま
し
た
。

参
加
者
全

員
が
無
事

に
ツ
ア
ー

を
終
え
る

こ
と
が
で

き
、
役
員

一
同
胸
を

な
で
お
ろ

し
、
そ
し

て
大
変
充

実
し
た
一

日
で
し

会 

長 

挨 

拶

�

山
口　

佳
子
（
国
1
回
）
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た
。皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

●
天
城
山
荘
と
短
大

　

短
大
が
天
城
山
荘
で
修
養
会
と
し
て
研
修
を

始
め
た
の
は
一
九
五
四
（
Ｓ
二
九
）
年
、
天
城

山
荘
創
業
の
年
で
し
た
。
以
来
短
大
が
改
組
す

る
ま
で
の
四
八
年
間
、
毎
年
短
大
生
全
員
が
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。（
一
九
五
五
（
Ｓ
三
〇
）

年
か
ら
「
リ
ト
リ
ー
ト
」
と
名
称
変
更
）

　

天
城
山
荘
は
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
の
施
設

で
、
敗
戦
後
日
本
の
青
少
年
た
ち
の
た
め
の
研

修
施
設
を
与
え
た
い
と
横
浜
の
在
日
米
軍
婦
人

た
ち
が
願
い
、
働
い
た
給
与
全
て
を
土
地
購
入

資
金
と
し
て
当
時
の
グ
ル
ー
プ
の
信
仰
の
指
導

者
だ
っ
た
ミ
セ
ス
・
Ｍ
・
Ｂ
・
ド
ー
ジ
ャ
ー
に

託
し
ま
し
た
。
そ
の
逸
話
を
聞
い
た
息
子
の
Ｅ
・

Ｂ・ド
ー
ジ
ャ
ー
宣
教
師
が
連
盟
に
働
き
か
け
、

米
国
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
伝
道
局
に
依
頼
し
て
誕

生
し
ま
し

た
。
三
つ
の

宿
泊
棟
、
大

小
食
堂
、
四

〇
〇
名
収
容

の
大
チ
ャ
ペ

ル
、体
育
館・

グ
ラ
ン
ド
を

有
し
ま
す
。

（
天
城
山
荘

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
抜
粋
）

に
均
質
的
に
取
り
込
む
大
き
な
窓
々
・
円

形
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
・
四
、
五
百
人
は
収
容

す
る
大
空
間
。
講
壇
の
架
構
を
ミ
ニ
画
帳

に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。
こ
の
空
間
は
ど
こ
か

フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
香
り
が

す
る
！
チ
ャ
プ
レ
ン
が
見
え
る
ま
で
の
間
、

室
内
観
察
に
余
念
が
な
か
っ
た
。
チ
ャ
プ

レ
ン
講
話
後
、
山
荘
の
事
務
室
に
行
き「
建

築
家
の
名
は
・
資
料
は
？
」
と
聞
く
。「
わ

か
ら
な
い
、
な
い
」
で
期
待
は
外
れ
る
。

そ
の
後
自
分
で
調
べ
て
確
認
で
き
た
こ
と

を
紹
介
す
る
。

　

そ
の
建
築
家
の
名
は　

吉
原　

正

　

よ
し
わ
ら　

た
だ
し　

一
九
二
二
～
二

〇
一
四
。
日
立
市
生
ま
れ
。
一
九
四
二
旧

横
浜
高
等
工
業
学
校
（
現
横
浜
国
立
大
学

工
学
部
建
築
）
卒
業
し
直
ち
に
鹿
島
建
設

㈱
設
計
部
。
一
九
四
九
～
五
三
に
遠
藤
新

建
築
創
作
所
に
出
向
で
働
く
。
一
九
五
九

に
は
工
学
院
大
学
の
天
野
太
郎
研
究
室
。

同
大
建
築
学
科
の
講
師
も
歴
任
。
や
が
て

一
九
六
七
年
天
野
・
吉
原
設
計
事
務
所
代

表
取
締
役
。一
九
九
〇
天
野
太
郎
亡
き
後
、

吉
原
設
計
事
務
所
を
主
宰
。
天
城
山
荘
は

一
九
六
四
年
完
成
、
吉
原
正
が
四
二
歳
の

頃
で
あ
る
。
吉
原
に
密
接
な
交
流
が
あ
っ

た
日
本
の
建
築
家
に
遠
藤
新
と
天
野
太
郎

が
い
た
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
。
両
人
と

も
鹿
島
建
設
設
計
部
か
ら
遠
藤
新
建
築
創

作
所
に
出
向
し
て
い
る
。
帝
国
ホ
テ
ル
設

計
に
関
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
定
か
で

は
な
い
。
遠
藤
新
は
世
界
に
名
高
い
ア
メ

リ
カ
の
建
築
家
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ

イ
ト
の
弟
子
。天
野
、吉
原
も
出
向
期
間
中
、

遠
藤
新
か
ら
間
接
的
に
ラ
イ
ト
の
流
儀
を

汲
ん
だ
建
築
家
に
な
っ
た
と
推
察
す
る
。

天
野
太
郎
と
吉
原
正
は
、
鹿
島
建
設
設
計

部
以
来
生
涯
に
わ
た
っ
て
密
接
な
関
係
が

続
い
た
こ
と
を
知
る
。

　

結
論
：
天
城
山
荘
大
チ
ャ
ペ
ル
棟
設
計

は
建
築
家
吉
原
正
。
こ
の
大
チ
ャ
ペ
ル
棟

は
日
本
現
代
建
築
の
文
化
遺
産
で
あ
る
と

大
い
に
誇
っ
て
良
い
と
思
う
。

（
註
一
）
遠
藤
新
（
一
八
八
九
～
一
九
五
一
）

福
島
生
れ
。
東
京
帝
大
建
築
学
科
卒
後
、

フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
弟
子
。

帝
国
ホ
テ
ル
の
設
計
が
工
費
が
嵩
む
と
の

理
由
で
ラ
イ
ト
は
任
を
下
ろ
さ
れ
、
遠
藤

が
そ
の
後
の
設
計
監
理
を
引
き
継
い
で
完

成
。
代
表
作
は
自
由
学
園
目
白
講
堂
及
び

南
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
・
甲
子
園
ホ
テ
ル

（
註
二
）天
野
太
郎（
一
九
一
八
～
一
九
九
〇
）

広
島
生
ま
れ
。
早
大
建
築
学
科
卒
一
九
四

五
。
同
年
鹿
島
建
設
㈱
設
計
部
。
一
九
四

九
～
五
一
遠
藤
新
の
事
務
所
に
出
向
。
自

由
学
園
高
等
部
な
ど
担
当
。
一
九
五
二
～

五
三
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
に
師
事
。

工
学
院
大
、
東
京
芸
大
で
教
鞭
を
執
る
。

一
九
六
七
天
野
・
吉
原
設
計
事
務
所
（
代

表
取
締
役
吉
原
正
）

〇
主
た
る
資
料
出
典�w

ikipedia�

を
用
い

て
本
文
を
構
成
す
る
。

（
あ
べ
き　

い
さ
む
・
元
関
東
学
院
女
子
短

期
大
学
非
常
勤
講
師
・
Ａ
Ｉ
Ａ
主
宰
）

特
別
寄
稿

栄
光
あ
れ
！
天
城
山
荘
の
大
チ
ャペル
棟

�

棈
木　

勇

　

秋
晴
れ
の
美
し
い
日
二
〇
一
九
年
一
一
月

一
六
日
。
香
葉
会
企
画
の
日
帰
り
旅
行
に

参
加
。
大
船
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
、
お

よ
そ
五
〇
人
が
大
小
二
台
の
バ
ス
に
分
乗
。

天
城
山
荘
に
着
く
。
降
り
る
と
す
ぐ
に
大

き
い
瓦
葺
き
木
造
建
築
が
眼
に
入
る
。
山

荘
の
昼
食
を
楽
し
ん
だ
後
、
長
い
廊
下
を

経
て
先
ほ
ど
気
づ
い
た
和
風
建
物
の
中
に

あ
る
大
礼
拝
堂
（
大
チ
ャ
ペ
ル
）
へ
。
最

前
列
に
着
席
、
室
内
全
体
を
ぐ
る
り
と
見

回
す
。
天
空
の
光
を
取
り
入
れ
た
講
壇
・

木
造
で
大
架
構
の
小
屋
組
・
外
光
を
室
内
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ツ
ア
ー
参
加
者
感
想

卒業して55年も経ち、な
つかしい学生生活を思い
出しました。天城山荘へ初
めて行った時、キリスト教
にも縁がなかった生活で
したので、心落ち着くすが
すがしい気持ちを味わっ
たことを思い出しました。
いつまで経っても青春時
代のフレッシュな気持ち
をもちつづけたいと思い
ます。お世話になりまし
た。相澤節子（英14）

もう一度行きたかった所
に行く事が出来て本当に
幸福です。関東学院での
楽しかった日々が思い出
されます。SM

初めての参加で天城
山荘にて、大変なつ
かしい時をすごせ、
短大生に戻った気持
ちになれました。あ
りがとうございまし
た。
石田順子（英27）

素晴らしい企画に感謝して
おります。初対面であって
も同窓生はうちとけるのも
早く楽しいひと時を過ごす
ことができました。数年後、
又、是非参加したいです。
山本桂子（英23）

本日は素敵な機会を作っ
てくださいまして有難う
ございました。卒業から
30年余り、記憶をたどり
ながら過した天城山荘。
楽しい時間でした。又、
この様なイベントがあり
ましたら参加させて頂き
たいと存じます。宜しく
お願い致します。
匿名（家36）

天城山荘と聞いてすぐ行きたいなあと思い申し込みました。50年近
くたっている現在の私を今日はすっかり昔にもどしていただきまし
た。18才の頃!!本当に感激です。あこがれだったソフトクリーム、お
いしいお食事をいただき、短大（同窓会）を続けて下さった経緯をお
聞きして本当に感謝いっぱい!!です。おこころづかいありがとうござ
いました。元気をいただきありがとうございました。渡辺紘子（英13）

楽しみにしていた天城山
荘ツアー。好天気に恵ま
れて、富士山も一日中歓
迎してくれ、なんと幸せ
な一日だった事だろう！
６０前に訪れた時以来で
したのでその変わり様に
ビックリ。沢山の建物広
い敷地、教会も木造の建
物で落ち着いた感じが温
かみを感じました。あり
がとうございました!!
中村紀佐子（英10）

お疲れ様でした!!
初めての参加で、とても楽しく
過ごさせていただきました。正
直、天城山荘の記憶は全くない
のですが、大チャペルの建築様
式には感動しました。（短大卒業
後デザイン関連の方面に進み、
知識を養なったので）今回を機
会にいろいろなイベントに顔出
せたらなと思いました。ありが
とうございました!! 匿名（家36）

昨年より参加したいと思っていました。今
年妹と参加出来て良かったです。思いがけ
ず生まれた市も町内も近くの方にお会い
出来ました。その方はイギリスから来られ
た方でお話をしていく内に私の従妹の嫁
ぎ先の親戚の方でした。神さまのおぼしめ
しでしょうか。とてもおどろきました。と
ても良い一日でした。石塚サナ江（英13）

今日は参加させていただきあ
りがとうございました。一年
前から楽しみにしていまし
た。楽しみにしていた以上に
楽しかったです。今まで同窓
会に不義理をしてきました
が、こんなにしていただき恩
返しをしたい気持ちです。い
ろいろありがとうございまし
た。本庄由佳（家36）

本日は晴天で学生時
代にもどって天城山
荘を又見学でき、大
変楽しい１日でし
た。役員の皆様本当
にありがとうござい
ました ! ! 匿名

細やかで笑顔を下さる幹事
の皆様に心から感謝申し上
げます。久しぶりのチャペル
でのお祈りやお話、嬉しい一
日となりました。晴天も神様
の贈り物だったのでしょう。
拝。匿名（英18）

今日は楽しかったです。年代を越えい
ろいろな先輩後輩たちと会話が出来何
年かぶりの同級生にも。
この楽しい機会を企画して下さり感謝
です。役員の方々、お世話様です。又、
何かの折お声かけて下さい。
高石和枝（国４）

今日はありがとうござい
ました。懐かしい天城山
荘に行く事が出来とても
感激しました。
只、それぞれの休憩時間
が少し長すぎたかな？と
感じました。でも次の企
画がありましたら、又、
是非参加したいと思いま
した。宜しくお願い致し
ます。坂元珠美（国４）

お天気に大変恵まれ天城山荘
なつかしかったです。とって
も楽しい１日を過ごせまし
た。ありがとうございました。
お世話役さんありがとうござ
いました。匿名（家23）

17年ぶりの炊きこみごはん、ソ
フトクリーム、讃美歌に心が豊
かになった気分です。「金モクセ
イの木が大きくなっている」と
矢嶋先生と話していました。私
たちもまだまだ成長したいね」
とお互いを元気づけました。
皆さんが短大時代の思い出を大
切になさっていることが感じら
れこちらも嬉しくなりました。
幹事のみなさんありがとうござ
いました。牧野宏子（元教員）

青春の時がよみがえるなつ
かしいひとときでした。あ
りがとうございました。T

お世話になりました。楽しい一日
でした。ありがとうございまし
た。匿名

なつかしい天城山荘は、短大
時代の空気を送ってくれま
した。係の方々細やかな計画
とお世話、心より御礼申し上
げます。さすが関東の方「人
になれ　奉仕せよ」の精神で
すネ。いい一日でした。心よ
り感謝！H・K（英18）

好天にめぐまれて天城山
ツアー、一日楽しませて
頂きました。有難うござ
いました。天城山荘学生
時代にタイムスリップし
たようです。匿名

晴天の下、五十年前にタ
イムスリップ。楽しい一
日をありがとうございま
した。ずっと香葉会とは
お付き合いがありません
でした。住所不明でした
ので・・・外国に住んで
いました。長女も短大英
文科卒ですが、お便り頂
いていないのかもしれま
せん。これからはどうぞ
よろしくお願いいたしま
す。酒井ゑつ子（英18）

十数年ぶりの懐かしい天城山荘の訪問は牧師様
のおもてなしに感謝です。今回の旅は何と言っ
ても素晴らしいお天気と富士山が一日中素晴ら
しい姿でした。一日楽しく過ごすことができま
した。企画・準備・お世話色々ありがとうござ
いました。YK（英14）

たのしい一日をありがとうご
ざいました。相原梅子（英14）
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初めて参加させて頂きました。
天城山荘ツアーとうかがい、
なつかしい気持ちで一杯にな
りました。なつかしい食堂で
昼食をとり、その後のソフト
クリームは昔と変わりませ
ん。その後礼拝堂に入るとと
なりの友人が18才に見えるか
ら不思議です。お天気にも恵
まれ、参加された方々と親し
くお話が出来、とてもよい１
日をすごすことが出来まし
た。次回も機会がありました
ら参加させて頂きたいと思い
ます。齊藤奈保美（英18）

小春日和の一日久し振りに充実し
た時をすごさせていただきました。
年とともに日常の変化が少なくな
ります。建物は変っても思い出を
たどって行くと、なつかしくも楽
しかった昔をしのばせるには十分
な風景でした。集いに参加したの
は10回生２人でしたが、年をわす
れてすごせた一日でした。
初めて参加した修養会の朝にいた
だいたシナモントーストの香りを
思い出し、時折作ってなつかしん
でおります。佐藤美代（家10）

本日はありがとうございました。このような企画に参加する
のは初めてでしたが、思い出の天城山荘に行く事ができてと
ても楽しい１日でした。本当にありがとうございました。そ
してお疲れ様でした。木村葉子（英22）

学生時代にもどり楽しい１日で
した。久し振りの天城山荘とて
もなつかしかったです。本当に
お世話様になりました。ありが
とうございます。良い企画をあ
りがとうございました。役員の
方のお蔭で学校とのつながりが
あり、ありがとうございます。
匿名

久し振りのバス旅行。短大の
友達と行けるということでと
ても楽しみにしていました。
当日は秋晴れで、とてもさわ
やかな気候でした。
天城山荘のチャペルはどこ
か懐かしく、心が洗われるよ
うでした。ランチも美味しく
頂きました。浄蓮の滝はマイ
ナスイオンを浴びさわやかな
気分になりました。本当に楽
しい一日となりました。役員
の方お疲れさまでした。
YH（幼12）

良いお天気に恵まれ懐か
しい顔ぶれの方々にお会
いできて良かったです。
天城山荘での食事も皆様
と出来ましたしとても良
かったです。山荘に来れ
たという事は自分が健康
であるという事、うれし
く思います。S・A（英13）

１年のうちでも最も快適な日の
伊豆旅行でした。思いがけなかっ
たのは天城山荘の木造瓦葺和風
チャペルのデザインの優れた姿
でした。ここで短大学生がリト
リートをもち、礼拝をしたこと
は、至福なことだったのです。企
画は大変良かった。感謝します。
棈木勇（元教員）

久しぶりに行った天城山
荘、学生時代の印象とは
違っていて、いろいろ思
いをめぐらせました。当
時の味をよみがえられた
ソフトクリームとても美
味しくいただきました。
今回このツアーに参加出
来ました事とても感謝し
ています。この会を企画
していただいた方ありが
とうございました。
C・K（英14）

お世話になりました。楽しい一日でした。
平日でしたら、車も混雑が少なかったかなと思
います。幹事の皆様ありがとうございました。
松浦きぬ江（英17） （1）案内状：100点

（2）バス（トイレもう一か所、念のため!!）
（3）食事：海老が嬉しかった!!（コーヒー100
点）おつけものが･･･欲しいです（少しだけ）

（4）チャペル：夢に見たリトリートそのもの
です。（讃美歌）（礼拝）同僚の顔（亡くなった
方も）が浮かびました。～同じ机と椅子に感
動しました～

（5）お買い物：最高でした!!!
（6）総合得点：200点です！幹事の皆様、あ
りがとうございました。矢嶋道文（元教員）

快晴に恵まれ、その上、役員の皆様の細やかな準備のお
陰で素晴らしい一日を過ごすことができました。感謝し
ます。そしてお疲れ様でした。天城山荘、浄蓮の滝では
懐かしいいろいろな事を思い出しました。念願が叶い嬉
しい日でした。同窓、同期というだけで他学科の方々と
親しく出来て楽しかったです。富士山も道づれでこれ
もプラス要因でした。M.D（国７）

昨日は本当に楽しい天城山荘ツアー
を実現させて下さいまして有難う御
座いました。参加させていただく前は
自分の年がとても気になっておりま
したが　いざツアーが始まってみる
と年の壁を感じずに他の若い卒業生
達と御喋りが出来てよろこんでおり
ます。幹事さんたちはこの１年このツ
アーのためにお時間を使い大変だっ
たと思います。幹事さんたちには100
点満点ではなく200点満点を差し上
げたいと思います。本当に有難う御座
いました。Kazuko Wood（英11）

香葉会事務局幹事様
本日は大変お世話にな
りました。そして準備
やお心遣いを賜わりあ
りがとう存じました。
御礼と感謝を申し上げ
ます。普段はお話をす
る機会がほとんどない
ためこのツアーはとて
も有意義な一日となり
ました。匿名

好天に恵まれ30年ぶりの天城
山荘を楽しみに大船に着き、役
員の方に親切にしていただき初
めての香葉会の旅に参加する
ことができました。
天城山荘ではおいしいランチを
いただき特に炊き込みごはん、
ソフトクリームおいしかったで
す。チャペルに入るととてもす
てきで牧師さんが同じ年だった
のでびっくりしました。
浄蓮の滝ではマイナスイオンを
浴びリフレッシュできました。
役員のみなさますてきな計画
進行ありがとうございます。楽
しい一日を過ごすことができま
した。YM（幼12）

思いがけずこのバス旅行に
参加させて頂きました。先
輩方と和気あいあいと過ご
したひと時は格別でした。
お天気に恵まれた事も幸い
でした。役員の方々のご尽
力に感謝いたします。あり
がとうございました。K・H

（国12）

たのしみにしていた天城山
荘ツアー。お天気にも恵ま
れすてきな一日を過ごすこ
とが出来ました。当時の記
憶は友との楽しい語らいと
チャペルしか無かったケド
本日新しい思い出ができま
した。すてきな企画をあり
がとうございました。
S（幼12）
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関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
英
文
科
を
卒

業
し
、
そ
の
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
編
入

留
学
制
度

を
利
用
し

た
の
が
今

か
ら
二
七

年
前
の
一

九
九
三
年

で
す
。
永

住
を
目
指

し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
大
学
卒
業
後
に
米
国
内

で
就
職
す
る
と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
こ
と

す
ら
認
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時

は
ま
だ
ス
マ
ホ
は
お
ろ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
普
及
し
て
お
ら
ず
、
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
状
態
で
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
地

方
新
聞
や
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
向
け
の

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
情
報
収
集
し
、

就
労
ビ
ザ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
仕
事
を
探
し
ま
し
た
。
特
筆
す
る

よ
う
な
ス
キ
ル
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、

英
語
で
の
意
思
疎
通
が
何
の
苦
労
も
な
く

で
き
る
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
短
大
を
卒
業
し
て
か
ら
わ
ず
か
二

年
半
ほ
ど
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
内
に
あ

る
日
系
企
業
に
就
職
で
き
た
の
は
ラ
ッ

キ
ー
で
し
た
。
そ
れ
を
足
が
か
り
に
、
そ

の
二
年
半
後
に
は
大
学
院
へ
進
学
、
更
に

修
士
号
取
得
後
に
再
就
職
な
ど
を
経
て
、

二
〇
〇
三
年
か
ら
企
業
向
け
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
販
売
会
社
へ
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー

留
学
か
ら
就
職
を
経
て
米
国
市
民
に

�

杉
村　

ま
り（
英
42
回
）

ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
入
社
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

類
は
友
を
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
日
本
で
の
最
終
学
歴
が
短
大
の
英
文

科
と
い
う
人
で
、米
国
内
の
大
学
を
卒
業
、

そ
の
後
自
力
で
就
職
し
、
雇
い
主
を
ス
ポ

ン
サ
ー
に
永
住
権
を
取
得
し
て
活
躍
し
て

い
る
人
に
何
人
か
出
会
い
ま
し
た
。
関
東

学
院
で
は
女
子
短
大
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ハ
タ
チ
ま
で
に
日

本
で
し
っ
か
り
と
「
一
般
常
識
と
生
活
で

き
る
程
度
の
英
語
力
」
を
身
に
着
け
て
お

く
と
い
う
の
は
、
そ
の
後
国
外
で
活
躍
す

る
た
め
の
基
礎
と
し
て
と
て
も
い
い
ア
プ

ロ
ー
チ
で
す
。
実
は
当
時
、
所
謂
有
名
校

や
四
年
制
大
学
に
入
学
で
き
な
か
っ
た
現

実
を
自
嘲
気
味
に
話
す
こ
と
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
あ
の
二
年
間
で
女
子
短
大
で

な
け
れ
ば
経
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
多

く
あ
り
、
そ
れ
が
今
ま
で
の
困
難
を
乗
り

切
る
の
に
役
に
立
っ
て
き
た
と
最
近
に

な
っ
て
よ
く
思
い
ま
す
。「
女
性
が
働
く

と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
や
「
戦

争
が
女
性
に
も
た
ら
す
影
響
」な
ど
、淡
々

と
向
き
合
う
時
間
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
自

分
の
方
向
性
や
考
え
方
を
、
恣
意
的
な
ア

ジ
テ
ー
タ
ー
達
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
ず

に
済
み
ま
し
た
。自
分
を
持
て
た
お
陰
で
、

そ
れ
な
り
に
納
得
の
行
く
現
在
の
暮
ら
し

ぶ
り
に
落
ち
着
け
た
と
思
う
の
で
す
。
な

ん
だ
か
大
げ
さ
な
表
現
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
短
大
で
の
時
間
は
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

米
国
内
で
三

度
目
の
就
職
を

し
た
後
、
就
労

ビ
ザ
の
期
間
が

切
れ
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
、
一
旦
、
東
京
支
社
へ
の
勤

務
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
ま
た
米
国
内
勤
務
に
戻
る

こ
と
に
な
っ
た
後
、
二
〇
〇
八
年
頃
に
ア

ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地
域
の
テ
ッ
ク
リ
ー

ド
と
い
う
役
職
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
米

国
外
の
関
連
会
社
か
ら
の
転
勤
者
で
、
国

際
的
な
仕
事
を
す
る
管
理
職
へ
は
、
永
住

権
が
出
や
す
い
の
で
、
二
〇
〇
九
年
ま
で

に
は
永
住
権
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
頃
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
、

韓
国
更
に
は
日
本
へ
の
出
張
も
任
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
で
お
客
さ
ん
や
現
地
従
業
員
向

け
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
な

ど
、
様
々
な
出
会
い
も
あ
り
、
と
て
も
充

実
し
た
時
期
で
し
た
。

　

そ
の
後
ア
ジ
ア
地
区
の
仕
事
は
中
国
の

支
社
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
は
ま

た
米
国
内
の
顧
客
担
当
に
戻
っ
た
の
で
す

が
、
最
近
の
取
引
先
に
は
昨
今
話
題
の

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
一
社
、Facebook�

も
私
が
担
当
し

て
い
た
時
期
が
あ
り
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

の
本
社
へ
一
週
間
出
張
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
す
っ
か
り
様

変
わ
り
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
キ
ャ

ン
パ
ス
（
サ
ン
ノ
ゼ
辺
り
の
Ｉ
Ｔ
企
業
は

自
社
敷
地
内
を
そ
う
呼
ぶ
よ
う
で
す
）
で

提
供
さ
れ
て
い
た
無
料
の
食
事
や
デ
ザ
ー

ト
。
更
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
も
、
他
の
従
業
員
に
混
じ
っ
て

一
週
間
毎
日
堪
能
し
て
き
ま
し
た
。
他
に

も
出
張
先
が
ア
リ
ゾ
ナ
だ
っ
た
際
に
は
、

仕
事
後
に
休
暇
を
取
っ
て
セ
ド
ナ
ま
で
足

を
の
ば
し
た
り
、
ボ
ス
ト
ン
の
時
は
近
く

に
住
む
従
兄
弟
の
う
ち
を
訪
ね
た
り
。
ま

た
、
会
社
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
ラ
ス

ベ
ガ
ス
や
マ
イ
ア
ミ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
地
へ
は
合

計
十
度
以
上
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

私
生
活
で
は
渡
米
後
七
年
目
ほ
ど
で
知

り
合
っ
た
韓
国
出
身
の
男
性
と
長
い
間
事

実
婚
状
態
だ
っ
た
の
で
す
が
、彼
の
永
住
権

取
得
を
手
伝
う
た
め
に
、二
〇
一
四
年
に
私

が
米
国
市
民
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
同

じ
頃
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
西
部
に
あ
る

街
で
家
を
購
入
。
気
づ
け
ば
米
国
内
で
過

ご
し
た
時
間
の
方
が
日
本
で
生
ま
れ
育
っ

た
時
間
よ
り
も
長
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
三
月
半
ば
か
ら

ず
っ
と
在
宅
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。
当
分

の
間
は
飛
行
機
で
他
州
ま
で
行
く
よ
う
な

出
張
も
な
く
な
り
、
す
っ
か
り
地
味
な
生

活
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
幸
い
業
務
の
す
べ

て
を
リ
モ
ー
ト
で
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る

環
境
な
の
で
、
遠
く
に
行
け
な
い
以
外
に

は
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
も
な
く
過
ご
せ

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
！

会社の休憩室で同僚に麻雀を指導
中　パキスタン、米国、中国系の仲間

猫との暮らしも長く
なりました。

「関東学院女子短期大学記念奨学金」2019年度報告
　関東学院女子短期大学にて利用されていた奨学金を原資と
する、関東学院女子短期大学記念奨学金の2019年度の利用状
況について大学から報告をいただきました。
　　　　第１種（家計急変）　６名� 4,899,500円　　　　　
　　　　第２種（留学生）　　１名� 720,000円　　　　　
　　　　第３種（学業優秀）　８名� 800,000円　　　　　
　　　　　　合　　計� 6,419,500円　　　　　
　また、2018年度については12名に対して4,085,500円の給付を
行ないましたが、利息等の他、短大奨学金の返還が続いている
ため、2018年度の収支は1,928,326円ほどの支出となりました。
　2019年度も女子短期大学の流れを汲む人間環境学部、人間
共生学部、栄養学部及び教育学部の４学部合同で奨学金を運
用させていただいていることを合わせてご報告いたします。
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先
日
は
カ
ー

ビ
ン
グ
講
習
会

参
加
さ
せ
て
頂

き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。
中
学
生
の

娘（
薫
）
ま
で

参
加
さ
せ
て
も

ら
い
、
と
て
も

う
れ
し
く
、
ま

た
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

い
つ
も
会
報
は
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、

自
分
が
参
加
す
る
と
は
考
え
て
も
い
ま
せ

前年度企画報告前年度企画報告

石
鹸
カ
ー
ビ
ン
グ
に
参
加
し
て

�

高
林　

え
り
子（
英
40
回
）

ん
で
し
た
。
今
回
は
興
味
の
あ
る
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
た
め
思
い
切
っ
て
連
絡
を
し
て

み
ま
し
た
。

　

初
参
加
の
私
た
ち
親
子
に
、
皆
様
が
と

て
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
り
大
変

う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
初
め
て
お
会
い

し
た
の
に
、
同
じ
大
学
出
身
と
い
う
こ
と

た
け
で
、
こ
ん
な
に
も
身
近
に
感
じ
る
も

の
な
の
だ
な
ぁ
と
ほ
の
ぼ
の
し
た
雰
囲
気

に
も
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ー
ビ
ン
グ
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
が
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
た
作
品
に
な

り
、
そ
れ
を
見
る
の
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
次

は
当
時
の
友
人
と
一
緒
に
参
加
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

高
石
和

枝
先
生
が

毎
回
香
葉

会
の
た
め

に
デ
ザ
イ

ン
し
て
く

だ
さ
る
今

回
の
ビ
ー

ズ
作
品
は
、
黒
地
に
大
き
な
ビ
ー
ズ
で
花

柄
を
刺
し
、
周
り
を
黒
い
ビ
ー
ズ
で
装
飾

し
た
シ
ッ
ク
な
コ
ン
パ
ク
ト
で
し
た
。
グ

レ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
、
友
達
に
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
き
る
、
と
大
好
評
で
し
た
。

前年度企画報告前年度企画報告

ビ
ー
ズ
講
習
会

�

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
六
日

関
東
学
院
ク
リ
ス
マ
ス

�

コ
ン
サ
ー
ト

�

英
6
回　

高
橋　

咲
子

　

去
る
十
二
月
十
二
日（
木
）に
関
東
学
院

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に
横
浜

み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
へ
行
っ
て
来
ま
し

た
。
今
年
は
第
三
十
五
回
に
な
る
の
で
す
。

　

私
は
初
め
て
聴
き
に
行
っ
て
来
ま
し
た

が
、
六
浦
小
学
校
の
合
唱
団
、
中
学
校
、

高
等
学
校
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
、
関

東
学
院
聖
歌
隊
等
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
に

大
満
足
の
時
が
与
え
ら
れ
感
謝
の
ひ
と
と

き
で
し
た
。

　

短
大
の
卒
業
生
の
席
は
空
席
が
目
立
ち

残
念
に
思
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
次
回
は
是

非
聴
き
に
い
ら
し
て
、
生
命
の
喜
び
を
与

え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

燦
葉
会 

支
部
活
動

　

関
東
学
院
大
学
同
窓
会
燦
葉
会
は
全
国

に
五
〇
余
り
の
地
方
支
部
と
、
二
二
の
ク

ラ
ブ
活
動
等
の
Ｏ
Ｂ
会
を
含
む
登
録
団
体

を
有
し
て
い
ま
す
。
香
葉
会
は
主
に
関
東

圏
の
支
部
か
ら
ご
招
待
を
い
た
だ
き
、
支

部
総
会
に
役
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
知
り
合
い
、
ご
結
婚
さ
れ

て
ご
夫
婦
で
出
席
さ
れ
て
い
る
方
も
居
ら

れ
「
オ
ー
ル
関
東
」
の
精
神
で
支
部
を
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
短
大
卒
業
生
の
み
な

さ
ん
も
、
お
住
ま
い
の
近
く
で
“
関
東
学

院
の
同
窓
会
”
が
開
か
れ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ご
案
内
が
届
き
ま
し
た
ら
出

席
を
ご
一
考
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近
く
の

関東学院女子短期大学卒業生のための「KGU・
KGC 卒業生編入学者選抜 （旧名称：関東学院
オリーブ編入学者選抜）」を実施します。～入学
金及び年間授業料半額免除で「学び直し」「再
チャレンジ」を応援～
　関東学院大学では女子短期大学時代に学んだ専門
領域を深めたい、新しい知識を得たいといった卒業
生を応援するため、KGU・KGC�卒業生編入学者選抜
を実施します。人生100年の時代…活躍し続けるため
のプラットホームを是非ご活用ください。事前相談
をお待ちしています。HPは未掲載
◦募集学部
国際文化学部（英語文化学科／比較文化学科）、社会学部
（現代社会学科）、経済学部（経済学科）、経営学部（経営学
科）、法学部（法学科／地域創生学科）、理工学部（全８コー
ス）、建築・環境学部（建築・環境学科）、人間共生学部（コ
ミュニケーション学科／共生デザイン学科）
◦募集人数：若干名
◦募集年次：２年次／３年次（編入学年次については事前
にご相談ください）
◦出願資格：下記のすべてに該当する者
関東学院女子短期大学、関東学院大学（含大学院）を卒業
した者　本学を専願とする者
◦試験科目：小論文、面接
◦選考の流れ：事前相談→出願（11/2～11/9必着）→試験
12/13→合格発表12/22→入学手続（12/22～1/14）
★入学金（29万円）及び、年間授業料の半額を免除します。
※年間授業料は標準修業年限に該当する期間を最長とする。

卒業生の子女・孫のための「総合型選抜（オリーブ）」
　関東学院大学はその建学の精神を伝え、守っていくこと
を大切なことと捉え、女子短期大学・大学・大学院の卒業
生の子女・孫にあたる人を対象とした入学者選抜を実施し
ています。
　卒業生だからこそ分かる関東学院での学生生活を、子供
や孫に伝えていきませんか！出願期間は９月７日（月）か
ら11日（金）必着、選抜方法は、書類審査、小論文、面接で、
試験日は10月11日（日）です。また、入学金（29万円）が免
除されます。

　上記２件ともに詳細は関東学院大学アドミッションズセ
ンター（045-786-7019）までお問い合わせください。
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支
部
活
動
を

応
援
さ
れ
た

い
方
は
、
香

葉
会
、
ま
た

は
燦
葉
会
事

務
局
に
直
接

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
。

　

残
念
な
が

ら
今
年
度
の

西
湘
小
田

原
・
湘
南
・

県
央
の
支
部
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
が
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

燦
葉
会
事
務
局

　
　
　
　

〇
四
五
―
七
八
四
―
〇
三
一
〇

緊
急
学
生
奨
学
基
金
への

ご
支
援
を
！

　
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
休

学
や
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
学
生
を
一

人
で
も
少
な
く
し
た
い
』
五
月
二
〇
日
、

大
学
規
矩
学
長
が
出
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
。
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
学
生
に
必

要
な
支
援
が
届
く
こ
と
を
最
優
先
と
し
、

現
教
職
員
・
学
生
同
士
の
支
援
と
と
も
に
、

卒
業
生
か
ら
も
お
力
添
え
を
賜
り
た
く
、

香
葉
会
と
し
て
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
応
援
し
て
い
る
「
ふ
る
さ

と
関
東
学
院
募
金
」「
古
本
募
金
」
そ
し
て

「
横
浜
・
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
資
金
」

も
引
き
続
き
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
関
東
学
院
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

関東学院女子短期大学 香葉会
収 入 の 部 2019年度決算 2020年度予算
年会費・賛助金 683,400 600,000
特別会計繰入金 59,086
香葉発行準備金 1,140,000 1,380,000
特別基金Ⅱ繰入金 1,568,882 1,600,000
雑 収 入 13,086 20,000
前年度繰越金 509,025 498,579
合　　計 3,973,479 4,098,579
支 出 の 部 2019年度決算 2020年度予算
通 信 費 1,854,662 2,000,000
印 刷 費 619,434 700,000
広 報 費 10,000 10,000
企画・会議費 207,491 200,000
交 通 費 39,000 100,000
消 耗 品 費 14,320 50,000
ソ フ ト 費 20,000 20,000
人 件 費 484,204 600,000
香 葉 賞 費 36,160 40,000
関東学院同窓会費 30,000 30,000
諸 会 費 73,000 100,000
慶 弔 費 50,000 70,000
雑 費 36,629 50,000
寄 付 金 ― 100,000
予 備 費 0 28,579
小　　計 3,474,900 4,098,579

次年度繰越金 498,579
合　　計 3,973,479 4,098,579

　
二
〇
一
九
年
度
決
算
・
二
〇
二
〇
年
度
予
算

　

平
成
十
五
年
三
月
の
卒
業
生
の
会
費
を
最
後
に
、
香
葉
会
の
会
計
は
皆
様
の
年
会
費
・
賛
助
金
を

た
よ
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
年
間
に
か
か
る
費
用
の
多
く
は
、
機
関
紙
『
香
葉
』
の
発
送
に
か
か

り
ま
す
。
年
会
費
・
賛
助
金
に
是
非
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
編
集
後
記

　

一
八
号
は
香
葉
会
の
今
後
に

つ
い
て
の
重
大
発
表
と
、
前
年

に
開
催
し
た
「
天
城
山
荘
ツ

ア
ー
」
を
メ
イ
ン
に
構
成
し
、

大
学
院
栄
養
学
研
究
科
新
設
の

ニ
ュ
ー
ス
、
海
外
か
ら
の
寄
稿

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
編
集
委

員
会
も
、
学
院
関
連
行
事
や
燦

葉
会
支
部
総
会
も
次
々
に
中
止

と
い
う
、
正
に
歴
史
に
残
る
年

で
し
た
。

　

編
集
作
業
は
長
年
お
願
い
し

て
い
る
ハ
マ
印
刷
さ
ん
の
ご
協

力
も
あ
っ
て
順
調
に
進
み
、
会

員
の
皆
さ
ま
と
支
え
て
く
だ
さ

る
方
の
お
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
の

「
香
葉
」
を
実
感
し
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
編
集
委
員
一
同

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
香
葉
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
“
リ
ン
ク
”

か
ら
も
参
照
い
た
だ
け
ま
す
。

関
東
学
院
関
連
行
事
に

つ
い
て

　

毎
年
ご
案
内
し
て
い
る
学
院

創
立
記
念
式
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
英
語
劇
・
学
院
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
現
時
点
（
七
月
初
め
）
で

は
未
定
で
す
。
情
報
が
得
ら
れ

次
第
、
香
葉
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
秋
以
降
、
直
接
香
葉
会
事

務
局
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

昨年の西湘小田原支部総会

香葉会　年会費・賛助金　納入者名簿
　皆様のご厚意により、令和元年度�（平成31年４月１日～令和２年３月
31日）のご寄付は683,400円となりました。香葉会の運営費の一部とし
て有効に使わせて頂きます。皆様のご協力に感謝します。今後ともよろ
しくお願いします。（敬称略・順不同）

【
教
職
員
】

小
玉　

敏
子

加
藤　

紀
子

牧
野　

宏
子

矢
嶋　

道
文

帆
苅　
　

猛

俵　
　

秀
雄

【
女　

専
】

渥
美　

裕
子

澄
谷　

亮
子

小
野　

晶
子

【
女　

高
】

大
島　

智
子

古
郡　

綾
子

【
英　

Ⅱ
】

長
谷
川
伸
一

飯
尾　

恒
子

山
本　

長
生

北
村　

幸
子

奈
良
喜
美
枝

二
見
ア
イ
子

【
英　

文
】

髙
橋　

静
子

柳
生　

二
三

菅
原
千
代
子

小
島
八
重
子

山
口　

周
子

飯
田　

冴
子

長
﨑　

洋
子

石
塚　

靖
子

永
島　

敦
子

濱
本　
　

茜

水
野　

雅
子

松
野
ト
シ
子

鈴
木　

信
子

松
友　

明
見

鈴
木　

葉
子

山
田
美
穂
子

加
藤　

和
子

戸
塚　

信
子

溝
口　
　

泉

中
村
紀
佐
子

古
田
紀
己
子

柳
田　

久
子
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志

野
村　

洋
子

澤
野　

洋
子

竹
内　

昭
子

藪　

登
喜
子

小
野
寺
玉
江

赤
沢　

茂
子

柳
下　

節
子

相
原　

梅
子

渋
谷　

敦
子

木
村　

泰
子

中
川　

あ
や

鈴
木　

尋
美

丸
山　

勝
代

野
島　

暁
子

野
尻　

良
子

森
本　

尚
子

磯
野　

澄
子

平
井　

道
子

森　
　

静
恵

須
山　

和
子

中
内　

純
子

松
浦
き
ぬ
江

横
山
久
美
子

岡
田　

温
子

金
田　

春
美

杉
本　

恭
子

増
田
安
喜
子

市
山
久
美
子

勝
原　

明
美

内
田　

康
子

花
岡　

淳
子

吉
田
由
美
子

富
里　

美
子

中
田　

由
紀

杉
浦　

裕
子

山
本　

桂
子

平
田　

広
美

萩
原　

和
枝

松
本　
　

悦

松
井　

明
子

鶴
見　

智
子

山
下　

文
子

井
上
み
ず
ほ

石
渡　

朝
子

八
木　

深
雪

柳
田
美
智
保

平
間　

洋
子

佐
生　

貴
子

上
野　

美
奈

伊
藤
紀
美
江

池
島　

英
子

加
藤　

裕
子

黒
田　

聡
子

萩
原　

久
子

南
澤　

宣
子

松
井　

洋
子

【
家　

政
】

横
溝
喜
代
子

塚
本　

令
子

露
木　

球
恵

別
府　

弘
子

山
本　

吉
枝

重
田　

和
子

足
立　

求
子

雨
宮　

慶
子

佐
藤　

美
代

渕
上　

龍
美

伊
東
み
ゆ
き

金
田　

陽
子

二
宮　

敬
子

藤
井　

博
子

村
岡　

愛
子

蛭
田
加
代
子

織
田　

明
美

髙
齋
香
代
子

岡
崎　

淑
子

大
橋
由
美
子

菊
地　

和
子

和
田　

信
子

長
橋　

幸
代

山
野　

衣
美

舟
橋　

智
子

後
藤
美
和
子

五
十
嵐
増
枝

田
川　

正
子

藤
平　

良
子

斉
藤
枝
美
子

蓮
本　

洋
子

関　
　

令
子

山
口
恵
美
子

森　
　

泰
子

髙
畑　

早
苗

五
味　

智
子

小
沢　

明
子

星　
　

友
子

井
上　

啓
子

匿�

名�

希�

望

近
藤　

鶴
子

幡
多　

由
規

今
井　

真
理

河
西
妃
呂
美

篠
原　

誠
子

田
口　

千
秋

福
﨑　

浩
子

祖
父
江
有
加

金
田　

玉
恵

髙
田　

祥
子

森　
　

禎
子

野
村　

暁
子

今
泉
マ
ユ
子

和
氣
亜
希
子

匿�

名�

希�

望

曽
我　

美
紀

渡
邉　

怜
子

【
国　

文
】

橋
本　

幸
子

山
口　

佳
子

山
田　

信
子

津
田
ア
ヤ
子

武
藤　

文
子

伊
藤
眞
知
子

荻
原　

幸
枝

金
子
恵
美
子

杉
田
小
百
合

麻
生　

洋
子

大
橋　
　

瞳

若
林
三
恵
子

松
矢　

貞
子

福
井　

英
子

葛
城　

容
子

村
田　

清
美

吉
田　

初
美

山
平　

洋
子

小
出
美
智
代

馬
渡　

正
恵

田
中　

直
子

細
谷
さ
と
み

武
井　

直
子

須
藤　

和
子

櫻
井　

智
子

矢
守　

光
子

相
原　

絵
理

【
幼　

教
】

芝　
　

久
江

佐
々
木
弘
子

原　

由
美
子

森
下　

真
理

鈴
木　

優
子

塚
田
ひ
と
み

瀧
本　

須
美

小
室　

卓
重

髙
山
由
美
子

吉
田
久
美
子

蔭
山　

美
香

土
屋　

知
里

神
﨑　

直
子

中
嶋　

朱
実

高
橋　

裕
子

溝
江
友
香
理

根
岸　

君
江

【
経　

情
】

齋
藤　
　

恵

【
特
別
会
員
】

鬼
嶋　

雄
三

樫
山　

郁
代

【
一　

般
】

益　
　

昌
子


